様式１
「学会報告等」支援事業申請書
                                                     　　
　　令和　8　年　6　月　　日

大学院理学府長 　 殿

「学会報告等」支援事業申請書について指導教員(　　　　　)から承諾を得ましたので下記のとおり申請します。

所属専攻：
学生番号：
申請者氏名：

１．参加学会等
１）学会等名称：
２）発 表 題 目：
３）開 催 期 間：
    ４）旅 行 期 間：
	　　５）会       場：
　　　　６）開  催 　地：
（※海外の場合は国名と都市・国内の場合は都道府県・市町村を記入）

２．計画の概要、参加目的





３．支援申請の理由









４．これまでの発表経験
１）国内での発表　口頭　　回　/　ポスター　　回
２）国外での発表　口頭　　回　/　ポスター　　回

５．交通費見積書（2パターン）
別紙（様式２）に見積もりの詳細を記入して提出の事。

＜申請金額＞（内訳には、交通費、宿泊費、移動雑費、学会参加費についてそれぞれ記入すること。パック料金の場合は、その旨を記入すること）
学会がオンラインで開催される場合は学会参加費等の金額のみを記入すること。

【国内】
申請総額： 　　　　　　　 （円）
　＜申請内訳＞
[bookmark: _GoBack]　　交通費：　　　　　　　　（円）実費（学割がある場合は学割適用料金で計算）
宿泊費：　　　　　　　　 (円)１泊あたり素泊まり定額料金11,000円+宿泊手当（定額2,400円）＝13,400円×宿泊日数）
移動雑費：　　　　　　　　（円）（1日あたり定額2,000円×移動日も含めた日数）
学会参加費：　　　　　　（円）

【国外】
申請総額：　　　　　　　　　（円）

※交通費以外の経費または不足分の補填として研究室の予算と組み合わせて申請する場
合は、その旨金額欄に明記すること

６．申請資格について
私は、学会支援要項に定めるいずれの経済的支援も受給していないことを確認します。
☐（確認のうえチェックを付けてください）

　＜注意＞　・支援を希望する者は、『申請者の参加学会名・発表日時・開催場所・論題が分かる資料』（学会プログラムの当該ページのコピーなど）を添えて、大学院教育プログラム推進室に提出すること。
・実際に支給される額は、本学旅費規程に基づく計算の結果による。
・支援対象者は、学会終了後別紙様式３『学会発表等報告書』及び航空機を利用した場合は利用した便の航空券の半券及び領収書を提出すること。
